
第１回審査委員会における主な御意見について

0

資料１



1

第１回における各委員からの御意見

第２回ナショナルサイクルルート審査委員会

委員からの主な御意見

「既指定ルートのフォローアップ」について

利用者の視点が反映されたＰＤＣＡサイクルを実行すべき。

どういう人がどういう風に使っているか利用実態の把握が必要。

ナショナルサイクルルートの指定によって地域がどのように変わったかを発信するこ
とが必要。

自転車関連企業が地域に還元する取組が行われる等、指定が次の動
きを生んでいる例などは紹介すべき。

その他

ナショナルサイクルルート制度に対する一般の方の認識や理解が不足。

英国ではあらためてナショナルサイクルネットワークに力を入れている。
線ではなくネットワークの視点を考慮すべき。

「候補ルート」について

評価が供給側の視点だが、利用者側の視点での評価も必要。

道路状況のような無機質な評価だけでなく、魅力や使われ方の観点からの評価が
必要。

各ルートのコンセプトに関する記述が必要。

降雪地域では自転車走行に向く期間が限定されることを周知することが必要。

委員御意見に対しての対応について

「候補ルート」について

指定要件に照らし、利用者の利便性や安全性等に資する評価項目を設定している。
（資料１ Ｐ２）

審査資料にコンセプトに関する記述を行う。（資料３ Ｐ２～４）

情報発信において反映を行う。

「既指定ルートのフォローアップ」について

第４回委員会で再フォローアップを実施。

その他

ナショナルサイクルルートの認知度向上に向けた取組として、ポスターやPR
映像を作成。

将来的には、全国のナショナルサイクルルートのネットワーク構想を検
討する。
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ナショナルサイクルルートの指定要件と評価項目の考え方について

第２回ナショナルサイクルルート審査委員会

観点 指定要件 考え方 評価項目

１．ルート設定 ①サイクルツーリズムの推進に資
する魅力的で安全なルートであ
ること

目的であるサイクルツーリズムの推進に資する魅力的で安全
なルートである必要があるため

ルートの延長/ルートの魅力/
ルートの安全性/ルートの連続性/
子供や初心者への配慮/ルートの名称

２．走行環境 ①誰もが安全・快適に走行でき
る環境を備えていること

多様なサイクリストが安全に利用できる走行環境が整備されて
おり、その維持管理がされていることは大前提となるため

走行環境の安全性/快適性/
維持管理水準/危険個所等の通報システム

②誰もが迷わず安心して走行で
きる環境を備えていること

多様なサイクリストが、ルート上を迷うことなく目的地まで行ける
ことが必要であるため

ルートの案内

３．受入環境 ①多様な交通手段に対応した
ゲートウェイが整備されていること

ゲートウェイは、サイクリングの出発地点となることから、利用者
の快適で安心な利用をサポートするための機能が利用可能で
あるとともに、多様な交通手段に対応できる必要があるため

ゲートウェイの整備

②いつでも休憩できる環境を備
えていること

ナショナルサイクルルートとして求める規模を勘案すると、一定
間隔でサイクリストに必要な機能を有した休憩施設が必要とな
るため

サイクルステーション（休憩施設）の整備

③ルート沿いに自転車を運搬し
ながら移動可能な環境を備えて
いること

ナショナルサイクルルートとして求める規模を勘案すると、サイ
クリストのレベルや地形条件に応じて、公共交通による他の代
替移動手段が確保されていることが重要であるため

ルート上の迂回を図るための代替交通手段/
自転車回送サービスとしての代替交通手段

④サイクリストが安心して宿泊可
能な環境を備えていること

ナショナルサイクルルートは、複数日に跨り宿泊を伴いながら
利用できることを想定しているため、サイクリストが利用可能な
宿泊施設が必要であるため

サイクリスト向けの宿泊施設

⑤地域の魅力を満喫でき、地域
振興にも寄与する環境を備えて
いること

日本における新たな観光価値を創造する上で、来訪者に地域
の魅力を伝え、その魅力により地域振興を図る仕掛けが必要
であるため

ガイドツアーの実施状況/
イベントの開催状況

⑥自転車のトラブルに対応できる
環境を備えていること

長距離のサイクリングにおいて、トラブルが発生した時に対応で
きることが必要であるため

補修部品・自転車用品販売/修理サービス/
トラブル時の自転車搬送サービス

⑦緊急時のサポートが得られる
環境を備えていること

長距離のサイクリングにおいて、緊急時にサポートが得られるこ
とが必要であるため

緊急車両進入路/緊急時連絡サポート/
緊急支援物品/

４．情報発信 ①誰もがどこでも容易に情報が
得られる環境を備えていること

多様なサイクリストがそれぞれのニーズに基づいた必要な情報
を容易に確認できることが必要であるため

情報発信/ルートマップ/
ルートマップの入手/ルートのPR

５．取組体制 ①官民連携によるサイクリング環
境の水準維持等に必要な取組
体制が確立されていること

ナショナルサイクルルートに指定された後も、継続的な環境維
持が必要であるため

取組体制/
地方版自転車活用推進計画への位置づけ





今後の進め方について

第1回 審査委員会

現地視察＆意見交換

第2回 審査委員会

2021年4月12日～5月1日

2021年2月25日

・候補3ルートの概要
・現指定ルートのフォローアップ

・候補ルートの整備状況等確認
・地元協議会等との意見交換

・指定について
①必須項目、②推奨項目、③視察における委員意見
①～③を反映した改善方針等の提示

ナショナルサイクルルート指定

第3回 審査委員会

・現地視察＆意見交換の共有
・必須項目の達成状況

2021年5月14日

2021年5月下旬

第４回 審査委員会
・現指定ルートの再フォローアップ
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